
新型コロナウィルス感染症対策に係る緊急事態

宣言が4月16日から全国に拡大され、私を含め

て多くの方々は今までに経験したことのない不安

や戸惑いを感じられたことと思います。そして感

染症の拡大防止と業務の継続のために、密閉、密

集、密接を避けるよう在宅勤務や県境を越えた出

張の自粛等可能な限りの対策を講じて来られたこ

とと思います。当場におきましても、2室制と2

交代勤務体制を実施してきました。各職員が感染

拡大防止の意識を持ちつつ制約がある中でなんと

か業務を継続して参りました。本紙をご覧の皆様

におかれましても、大変なご苦労・ご努力を重ね

られたこととお察し致します。

そして、このような皆様のご努力の結果、全国

的に新たな感染者数が減少傾向にあることとして

5月14日に首都圏等を除く39県で宣言が解除さ

れました。宣言前の状態に戻ることは困難である

ものの、林木育種事業につきましては、ほぼ、順

調に進められております。今回の厳しい状況の中

で九州各県の皆様が感染拡大防止と社会経済活動

の維持との両立を目標にいろいろな工夫と努力を

重ねられるとともに、林木育種事業につきまして

のご理解・ご協力いただいておりますことに改め

て深く感謝申し上げます。

さて、今後も引き続き新型コロナウィルスの感

染拡大の防止に努めつつ業務を継続して実施して

いくことが必要になってきますが、今後育種場と

して、何ができるのか、何を行っていくべきであ

るのかを考えると、まず、最優先に取り組まなけ

ればならないのは、これまでも取り組んできたこ

とではありますが、業務を行っていく上で必ず伴

うもの、すなわち安全・安心の確保だと考えます。

現地調査や場内管理における安全の確保は当然の

ことでありますが、安全が確保されることで、様々

な自由な生活や経済活動が行えることにつながり、

ひいては地域の方々の安心の確保もできる重要な

価値のあることと考えます。当場としましては、

職場の安全・安心の確保を最優先に今年度も災害

ゼロを目指した事業展開を行うこととしたいと考

えております。

森林研究・整備機構としましては、来年度から

新たな中長期計画期間がスタートすることとなっ

ており、現在、その内容の検討が進められており

ます。また、林野庁においては、新たな森林・林

業基本計画の検討が進められております。

当場としましては、「用土を用いないスギさし

木育苗技術」（通称「エアざし」）による新たな

増殖技術をマニュアル化するとともに、上述の各

種の新たな計画期間においても地域林業の発展の

一躍を担えるよう、そして新型ウィルス感染症対

策等の外部阻害要因とうまく付き合い、地域の皆

様の理解の促進や事業推進にご協力頂いておりま

す関係機関の皆様との連携をなお一層強力に進め

ていくこととし、安全で安心な地域社会の形成の

一躍を担えるよう邁進して参る所存でありますの

で、引き続きのご支援を賜りますよう、よろしく

お願い致します。
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九州育種場は、令和元年度に関係機関と連携し

て、花粉症対策品種6品種を開発しました。これ

らの開発した品種についてご紹介します。

社会問題になっているスギ・ヒノキ花粉症対策

として、九州育種場では平成30年度までに花粉

症対策品種をスギ43品種（少花粉品種37、低花

粉品種6）、ヒノキ17品種（いずれも少花粉品

種）を開発してきました。令和元年度は新たに少

花粉スギ品種1品種、低花粉スギ品種5品種を開

発しました（表1）。

これらの品種は平成30年度までに開発した品

種と同様、九州各県及び九州森林管理局のご協力

の下、スギ精英樹の特性調査が進み、林業用種苗

に適した特性を確認したことから、開発に至った

ものです。県日田18号は、中九州育種区（大分

県、熊本県北部、宮崎県北部）において、県佐伯

10号、県八女3号、県八女12号、県日田1号、

県日田15号は北九州、中九州、南九州育種区に

おいて、良好な成長を示しています。また、県日

田15号は、平成29年度に農林水産大臣により、

特定母樹に指定されています。

これら品種は、雄花着生量が少ないだけでなく、

成長に優れ、樹幹型に曲がりが少なく、かつ、さ

し木発根性が比較的高いことから、今後の九州育

種基本区における再造林への活用が期待されます。
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令和元年度に開発した新しい品種について

育種課長 久保田 正裕

写真1 開発した少花粉スギ品種

（県佐伯10号）
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表1 令和元年度に開発した花粉症対策品種の特性



九州育種基本区では、古くからスギ在来系統が

利用されてきたことから、優良系統の普及には、

種苗生産者や造林者等のエンドユーザーに系統の

特性を理解してもらうことが重要です。九州育種

場では、県試験研究機関、九州森林管理局、森林

整備センター九州整備局（以下、九州整備局とい

う。）と連携し、スギ特定母樹やエリートツリー

の共同試験地を造成し、樹高成長等の調査を進め

ています。ここでは、九州整備局との取組につい

て紹介します。

１．取組の概要

平成25年度より九州整備局と連携し、水源林

造成事業地内にスギ特定母樹、エリートツリーを

植栽した共同試験地を造成しています（図1）。

令和2年4月には、熊本県内の事業地内（菊池市）

に7箇所目となる共同試験地を造成しました。そ

れぞれの試験地は、面積がおよそ0.3haで、スギ

特定母樹、エリートツリーや対照となる在来系統

のさし木苗木等、合わせて1000本程度が植栽さ

れています。毎年、九州整備局や各水源林整備事

務所と共同で樹高測定等の調査を行っています。

２．試験地の活用

共同試験地を毎年調査することにより、スギ特

定母樹、エリートツリーの初期成長特性を把握す

るとともに、どの程度下刈り省力化に貢献できる

か、検証しているところです。得られた特性等は、

特定母樹等普及促進会議や九州整備局の業務検討

会等で情報提供しています。また、特定母樹等普

及促進会議の現地検討会を共同試験地で開催し、

エンドユーザーにスギ特定母樹、エリートツリー

の初期成長を実際に見て確かめてもらっています。

３．今後の計画

スギ特定母樹、エリートツリーの多様な環境下

での成長特性等を把握するため、今後も関係機関

と連携して試験地の造成、調査を進め、施業の省

力化や将来の材積、材の剛性等についても検討を

行う予定です。
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スギエリートツリー等の普及に向けた共同試験地の設定

育種課長 久保田 正裕

図1 共同試験地の位置
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写真2 現地検討会の開催（大分県玖珠町）

写真1 共同試験地の概観（福岡県八女市）



特定母樹の原種配布は、平成26年度末から始

まり、今年で７年目となりました。

これまでの特定母樹の指定状況及び原種配布の

数量と特定増殖事業者の認定状況等についてご紹

介します。

１．特定母樹の指定

九州管内の特定母樹は、令和元年度末現在スギ

39系統・ヒノキ1系統、合計40系統が農林水産

大臣の指定を受けています。

２．特定母樹の原種配布

スギ特定母樹の原種配布数は年々増加しており、

平成26年度502本、平成27年度887本、平成

28年度1,939本、平成29年度2,221本、平成

30年度3,483本、令和元年度3,695本配布しま

した。

ヒノキ特定母樹については、平成３０年度７０本、

令和元年度に25本を配布しました。

３．特定増殖事業計画の変更申請について

各事業者の方々は、県が定めた特定間伐等及び

特定母樹の増殖の実施の促進に関する基本方針に

示された特定増殖事業の実施方法に関する事項に

基づいた事業を実施されていますが、増殖する特

定母樹の系統の種類や本数など、事業計画に変更

が生じた場合は県に計画書の変更認定申請書を提

出して県知事の変更認定を受ける必要があります。

九州育種場では、認定を受けた計画に基づき、原

種の配布を行いますので、変更がまだの場合は速

やかな計画変更手続きをお願いします。

４．特定増殖事業者の認定

九州管内の「認定特定増殖事業者」は、令和元
年度に熊本県で５者、大分県で１者の方が認定さ
れ、令和元年度末現在２０者となっています。
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特定母樹の原種配布等について

遺伝資源管理課 普及調整専門職 福山 健一
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九州育種場長（右）から大分県樹苗生産農業協同

組合（左）へ手渡されるスギ特定母樹の苗木



九州育種場では各県及び関係機関の要望に応じ

て、優良種苗の普及促進を目的とした各種講習指

導を実施しています。今年度は新型コロナウィル

ス感染症の拡大防止のための緊急事態宣言の対象

が全都道府県に拡大されて以降、九州育種場でも

２交代制勤務や出張の制限等の対策がとられると

ともに視察や研修等の受け入れを休止してきまし

た。緊急事態宣言の解除や県をまたいだ移動の自

粛要請が解除された現在では、感染リスク軽減措

置を講じた上で視察や研修等を受入れております。

また、各県が主催する研修会等での林木育種・優

良種苗生産にかかる技術講習の依頼も受け付けて

おりますのでお気軽にご連絡願います。

昨年度は講習会や各種会議の場、当育種場への

視察の際などにおいて、計６０件の講習・指導を

実施しました。ご参加いただいた皆様にあらため

て御礼申し上げますとともに、その概要について

報告いたします。

（講習会）

講習会は主に各県が主催するスギさし木コンテ

ナ苗生産などを開始して間もない生産者の方や新

たに苗木生産を始めようとする方たちを対象とし

て、さし穂の採穂の仕方からさし木増殖方法、コ

ンテナ苗の育苗管理についての一連の知識と技術

を習得することを目的とした内容のものが多くを

占めました。特に宮崎県ではここ数年県南・県北

の２会場で毎年開催されている「採穂技術研修」

に新たな方が参加されるなど、近年の林業用種苗

生産への関心の高さがうかがえました。

この他、昨年度は１０月に開催した特定母樹等

普及促進会議のうち林木育種技術講習会において、

認定特定増殖事業者や各県の苗木生産の中核を担

う生産者の方たちに、現在九州育種場で技術開発

に取り組んでいる「用土を用いないスギさし木育

苗技術」（通称「エアざし」）を用いて穂木が空

気中で発根している様子を実際に見ていただきま

した。またエリートツリーの特定母樹の原種園に

おいて、さし木の発根率などのデータを示しなが

ら採穂台木を仕立ててさし穂を生産することの重

要性の説明等を行いました。

（現地指導）

各県が管理するスギ花粉症対策品種や特定母樹

の採穂園、ヒノキ花粉症対策品種やマツノザイセ

ンチュウ抵抗性品種の採種園などの改良や管理方

法について、県の担当者や管理を委託されている

者と一緒に現地で状況確認を行うとともに具体的

な方法等のアドバイスを行いました。

この他の現地指導は認定特定増殖事業者の方た

ちのほ場に出向き、配布した特定母樹の生育状況

を確認するとともに厳格な系統管理方法のアドバ

イスなどを行っています。

（研修等の受入れ）

九州各県の苗木生産者や森林組合等の林業事業

体、各県担当者や九州森林管理局職員など、非常

に多くの関係機関の方たちが来場され、その方た

ちを対象に原種園に植栽した特定母樹の成長の様

子や採穂台木仕立ての視察、コンテナ苗生産方法

や特定母樹の特性等の研修等を行いました。特に

昨年度は鹿児島県が新規で苗木生産を行う者に対

して生産施設の整備に係る県の補助事業を実施し

たことなどにより、鹿児島県内の森林組合等で新

たに苗木生産を開始する方たちと市町村の担当者

などが多数研修に訪れました。
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令和元年度に実施した講習指導について

育種技術専門役 大塚 次郎

九州育種場だより 2020.７

昨年11月開催の宮崎県主催の「採穂技術等研修」

（県南会場の都城森林組合採穂園）



〈八代市指定天然記念物「薬師堂の銀もくせい」〉

樹 齢 お よ そ 51 0 年 と 推 定 さ れ る 「 薬 師

堂 の 銀 も く せ い 」 は 、 幹 周 り 約 3.3ｍ 、 高

さ 約 15 .6ｍ と 大 き く 、 同 じ モ ク セ イ 科 の

熊 本 県 内 に あ る 国 指 定 天 然 記 念 物 「 麻 生

原 の キ ン モ ク セ イ 」 に 樹 高 で は 劣 り ま す

が 、幹 囲 では 70cm 勝り 、 こ の地 に 薬 師堂

が 建 立 され た 時 に 植 え ら れ たも の と 伝 わっ

て お り 、 花 の 時 期 に は 谷 間 に 沿 っ て 遠 く

ま で 芳 香 が 漂 う 市 指 定 天 然 記 念 物 で し た。

し か し 、 平 成 30 年 1 月 の 暴 風 雨 に よ り 倒

木 し て し ま い 、 伐 採 を 余 儀 な く さ れ ま し

た 。 地 域 の シ ン ボ ル と も 言 え る 「 薬 師 堂

の 銀 も く せ い 」 が 無 く な っ て し ま っ た こ

と は 、 幼 い 頃 か ら こ の 木 に 親 し ん で き た

地 域 住 民 の 方 々 に と っ て 大 き な 悲 し み で

あ っ たと 推 測 され ま す。

「 林 木 遺 伝 子 銀 行 1 1 0 番 」 の 申 請 は 、

倒 木 す る 前 の 平 成 26 年 2 月 に 八 代 市 教 育

委 員 会か ら あ り増 殖 を行 い ま した 。

現 在 は 、 挿 し 木 増 殖 が 成 功 し 育 苗 し て い

る 苗 木 が 4 本 あ り 、 苗 高 は 80 ～ 13 0㎝ ほ

ど と 良 好 な 状 態 で 、 八 代 市 教 育 委 員 会 等

の 関 係 者 と 里 帰 り 時 期 に つ い て 調 整 し て

い る とこ ろ で す。

里 帰 り ま で に は ま だ 間 が あ り ま す が 、

地 元 の 方 々 に 喜 ん で い た だ け る よ う 里 帰

り の そ の 日 ま で し っ か り と 後 継 樹 の 苗 木

を 管 理し て ま いり ま す。
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里帰りを待つ苗木（令和2年6月現在）倒木した「薬師堂の銀もくせい」（平成30年1月）

画像提供「やつしろぷれす」

遺伝資源管理課 収集管理係長 飯田 啓達

九 州 育 種 場 で は 、 機 関 や 個 人 が 所 有 す る 天 然 記 念 物 や 巨 樹 、 名 木 等 の 樹 木 が 衰 弱
し て い る 場 合 に 、 所 有 者 等 の 申 請 に よ り 後 継 樹 を 無 料 で 増 殖 す る 「 林 木 遺 伝 子 銀 行

11 0番 」 を 行 っ て い ま す 。
当 事 業 は 、 母 樹 か ら 収 集 し た 枝 で 接 ぎ 木 や 挿 し 木 等 を 行 い 、 母 樹 と 同 一 遺 伝 子 を

持 つ ク ロ ー ン で あ る 後 継 樹 苗 木 を 増 殖 し 、 当 場 で 研 究 材 料 と し て 保 存 す る と と も に、

里 帰 り さ せ る 取 り 組 み を 行 っ て お り 、 沢 山 の 方 々 に 喜 ん で 頂 い て い ま す 。
今 回 は 、 里 帰 り を 待 ち わ び る ギ ン モ ク セ イ の 苗 木 に つ い て ご 紹 介 し ま す 。


